＜様式１＞
令和８年度　初任者研修（高・特）実施計画書（一般）

	学校名
	：

	初任者氏名
	：

	指導教員（自校方式）氏名
	：

	教科指導員氏名
	：

	拠点校指導教員氏名
	：

	校内指導教員（拠点校方式）氏名
	：



	月
	日
	曜日
	指導内容
	指導者

	４
	
	
	
	

	５
	
	
	
	

	６
	
	
	
	

	７
	
	
	
	

	８
	
	
	
	

	９
	
	
	
	

	10
	
	
	
	

	11
	
	
	
	

	12
	
	
	
	

	１
	
	
	
	

	２
	
	
	
	

	３
	
	
	
	


注年間の合計日数（　　　）日

１　月ごとに線で区切る。
２　指導内容については、【資料１・２】を参考にする。
３　指導者欄には、その指導者の担当名（指導に当たる教員、教頭、教務主任、生徒指導主事等）を記入する。
４　指導に当たる教員等を教頭等が兼ねる場合は、どの立場で指導するかを明記する。
５　行の高さ、列幅、文字の大きさ等を工夫し、Ａ４両面１枚に収まるように作成する。
６　「学校設定研修」（Ｐ10参照）は、校外研修であるため、様式１には記入しない。




＜様式２＞
令和８年度　初任者研修（高・特）実施計画書（教科）

	学校名
	：

	初任者氏名
	：

	指導教員（自校方式）氏名
	：

	教科指導員氏名
	：

	拠点校指導教員氏名
	：

	校内指導教員（拠点校方式）氏名
	：



	月
	日
	曜日
	教科･科目
(教科等)
	対象
クラス
	指導内容
	指導者

	４
	
	
	
	
	
	

	５
	
	
	
	
	
	

	６
	
	
	
	
	
	

	７
	
	
	
	
	
	

	８
	
	
	
	
	
	

	９
	
	
	
	
	
	

	10
	
	
	
	
	
	

	11
	
	
	
	
	
	

	12
	
	
	
	
	
	

	１
	
	
	
	
	
	

	２
	
	
	
	
	
	

	３
	
	
	
	
	
	


校内研修における研究授業の合計回数（　　　）回年間の合計日数（　　　）日

注
１　月ごとに線で区切る。
２　行の高さ、列幅、文字の大きさ等を工夫し、Ａ４両面１枚に収まるように作成する。
３　研究授業（校内研修）は、年間４回以上実施し、事前指導・事後指導に当たるものを必ず行う。
４　研究授業は、「研究授業①」、「研究授業②」のように、また、「事前指導」「事後指導」も「事前指導①」「事後指導①」のように、実施回数が分かるよう記入する。
５　県教育センター指導主事が訪問指導する研究授業及び県教育センター指導主事が参加する事後指導は、校外研修であるため、様式２には記入しない。事前指導は、授業研究指導として記入する。

＜様式３＞　　　
初任者･指導に当たる教員の時間割（自校方式）
学　 校　 名：
初任者氏名：
担当授業時数：　　　時間
研修時間数：　　　時間

月
火
水
木
金
１















２















３















４















５















６















７


















指導教員氏名：
担当授業時数：　　　時間
研修時間数：　　　時間

月
火
水
木
金
１















２















３















４















５















６















７




































教科指導員氏名：
担当授業時数：　　　時間
研修時間数：　　　時間

月
火
水
木
金
１















２















３















４















５















６















７


















＜記入要領＞
１　初任者１名につき、１部作成する。
２　時間割に「一般指導」を３時間程度、「教科(等)指導」を６時間程度組み込む。
※教科指導はその中から適宜選択して週３時間程度実施する。
３　各校時、上段には担当する授業名を、中段には対象クラスを、下段には研修内容を
「一般指導」→「一般」、
「教科(等)指導」→「教科」のように記入する。
４　研修内容を記入した時間は、校時の枠を二重線で囲む。
５　教科(等)指導の指導内容をあらかじめ決めた場合は、以下のように記入する。
・示範授業　　　→　教科(示)　
・授業参観　　　→　教科(参)　
・授業研究指導　→　教科(授)　
・研究授業　　　→　教科(研)　
・その他の指導　→　教科(他)























＜様式３＞　　　
初任者･指導に当たる教員の時間割（拠点校方式）

拠点校指導教員氏名：
担当授業時数：　　　時間
研修時間数：　　　時間

月
火
水
木
金
１















２















３















４















５















６















７
















学　 校　 名：
初任者氏名：
担当授業時数：　　　時間
研修時間数：　　　時間

月
火
水
木
金
１















２















３















４















５















６















７







































校内指導教員氏名：
担当授業時数：　　　時間
研修時間数：　　　時間

月
火
水
木
金
１















２















３















４















５















６















７


















＜記入要領＞
１　初任者１名につき、１部作成する。
２　時間割に「一般指導」を３時間程度、「教科(等)指導」を６時間程度組み込む。
※教科指導はその中から適宜選択して週３時間程度実施する。
３　各校時、上段には担当する授業名を、中段には対象クラスを、下段には研修内容を
「一般指導」→「一般」、
「教科(等)指導」→「教科」のように記入する。
４　研修内容を記入した時間は、校時の枠を二重線で囲む。
５　教科(等)指導の指導内容をあらかじめ決めた場合は、以下のように記入する。
・示範授業　　　→　教科(示)　
・授業参観　　　→　教科(参)　
・授業研究指導　→　教科(授)　
・研究授業　　　→　教科(研)　
・その他の指導　→　教科(他)



























＜様式４＞
校外研修 [学校設定研修] 計画書及び報告書
	学校名
	：

	初任者氏名
	：

	指導教員（自校方式）氏名
	：

	教科指導員氏名
	：

	拠点校指導教員氏名
	：

	校内指導教員（拠点校方式）氏名
	：


１　計画
＜教科関係＞
	期　日
	研修項目及び概要
	会　　場

	　　月　　日（　）
	


	


＜地域連携関係＞
	期　日
	研修項目及び概要
	会　　場

	　　月　　日（　）
	


	


２　報告
＜教科関係＞
	期　日
	研修項目及び概要
	会　　場

	　　月　　日（　）
	


	

	振　り　返　り

	





＜地域連携関係＞
	期　日
	研修項目及び概要
	会　　場

	　　月　　日（　）
	


	

	振　り　返　り　

	





・　当該研修は４月～２月の間で、学校の状況に応じて、適切に計画し、実施する。
・　１ 計画「研修項目及び概要」に変更がある場合は、県教育センターに連絡の上、再提出する。




＜様式５＞

初任者研修（高・特）　訪問指導日程

	学　校　名
	　　　　　　　　　　　　学校

	初任者氏名（教科等）
	


	訪　問　日
	　　月　　　　日(　　)



	内　容
	時　間
	授業者
	出席予定者

	研究授業
	第　校時
	時　　分　～　　時　　分
	
	

	研究授業
	第　校時
	時　　分　～　　時　　分
	
	

	事後指導(研究協議)
意見交換
※
	第　校時
	時　　分　～　　時　　分
	
	



	連絡事項




　※事後指導の参加者は、初任者、指導に当たる教員、県教育センター指導主事を原則とする。

＜様式６＞


初任者研修（高・特）　実施報告書

	学校名
	学校
	校長名
	




	成　　果　　と　　課　　題

	













	研　修　全　体　に　対　す　る　意　見　・　要　望　等

	













・　学校で１部作成する。


＜様式７－１＞　一般
令和８年度　初任者研修（高・特）


研　　修　　日　　誌

（校内・一般）

	１ページ２日分を原則とする。


年間（　　　　）日実施

１　校内研修の一般指導は３０日程度実施するものとし、実施した日数を（　）内に記入する。

　　２　実施した研修を日付順に記入する。

[bookmark: _Hlk223529459]　　３　同じ日に実施した複数の研修は、一枠に記入する。やむを得ない事情で日程を変更し、１日に複数の研修をまとめて実施した際は、研修日欄に実施計画書に記載されている当初の実施予定日の日付を明記する
【例：令和〇年〇月〇日（〇）　（△月△日（△）実施予定の変更分）】。

　　


















	学　校　名
	

	氏　　　名
	





＜様式７－１＞　 一般用 

	[bookmark: _Hlk221616422]研修日
	　令和　　年　　月　　日　（　）

	研修項目
	


	研修の内容
（指導者より指導を受けた内容について記入）
	



	振り返り
	





	指導者氏名
	所 感
	


	
	
	




	研修日
	　令和　　年　　月　　日　（　　）

	研修項目
	


	研修の内容
（指導者より指導を受けた内容について記入）
	



	振り返り
	





	指導者氏名
	所 感
	


	
	
	




＜様式７－１＞　教科
令和８年度　初任者研修（高・特）


研　　修　　日　　誌

（校内・教科）

	１ページ２日分を原則とする。


年間（　　　　）日実施
１　校内研修の教科指導は３０日程度実施するものとし、実施した日数を（　）内に記入する。

　　２　実施した研修を日付順に記入する。

　　３　同じ日に実施した複数の研修は、一枠に記入する。やむを得ない事情で日程を変更し、１日に複数の研修をまとめて実施した際は、研修日欄に実施計画書に記載されている当初の実施予定日の日付を明記する
【例：令和〇年〇月〇日（〇）　（△月△日（△）実施予定の変更分）】。

　　４　研究授業は、事前に「授業研究指導（事前指導）」を、事後に「授業研究指導（事後指導）」を実施する。
　　　　※「授業研究指導（事前指導）」は、研究授業の前日までに実施する。
　　　　※研究授業と「授業研究指導（事後指導）」を同一日に実施する場合には、一枠に記入する。

　　５　研究授業は、「研究授業①」、「研究授業②」のように実施回数が分かるように記入する。

　　６　研究授業の前後に行う「授業研究指導（事前指導）」及び「授業研究指導（事後指導）」についても、
　　　　「授業研究指導（事前指導①）」、「授業研究指導（事後指導①）」のように実施回数が分かるように記入する。

　　７　訪問指導時の研究授業及び研究授業後の研究協議は、校外研修であるため、日誌には記入しない。

















	学　校　名
	

	氏　　　名
	




＜様式７－１＞　 教科用 

	研修日
	　令和　　年　　月　　日　（　）

	研修項目
	


	研修の概要
	

	生徒の活動内容
・
指導者からの指導内容
	



	振り返り
	




	指導者氏名
	所 感
	


	
	
	



	研修日
	　令和　　年　　月　　日　（　　）

	研修項目
	


	研修の概要
	

	生徒の活動内容
・
指導者からの指導内容
	



	振り返り
	




	指導者氏名
	所 感
	


	
	
	




＜様式７－２＞
初任者研修（高・特）を振り返って

初任者氏名：
	













指導教員（自校方式）氏名：
	






教科指導員氏名：
	






拠点校指導教員氏名：
	






校内指導教員（拠点校方式）氏名：
	






※　＜様式７－１＞と＜様式７－２＞は１冊のファイルにまとめて提出する。



 記入例 
	＜様式１＞（自校方式の場合）
令和８年度　初任者研修（高・特）実施計画書（一般）
	学校名
	：
	香川県立さぬき高等学校

	初任者氏名
	：
	香川　高

	指導教員（自校方式）氏名
	：
	讃岐　等

	教科指導員氏名
	：
	名東　学

	拠点校指導教員氏名
	：
	

	校内指導教員（拠点校方式）氏名
	：
	



	月
	日
	曜日
	指導内容
	指導者

	４
	〇
〇
〇
〇
	水
木
月
木
	初任者研修の年間計画、初任者心得
校内規定、諸表簿の取扱い
本校の生徒指導体制について
校史と同窓会組織
	指導教員
教務主任
生徒指導主事
校長

	５
	〇
	金
	体育祭の準備と指導
	指導教員
特別活動部長

	
	
	

	年間の合計日数（ ３１ ）日

	






	＜様式２＞（自校方式の場合）
令和８年度　初任者研修（高・特）実施計画書（教科）
	学校名
	：
	香川県立さぬき高等学校

	初任者氏名
	：
	香川　高

	指導教員（自校方式）氏名
	：
	讃岐　等

	教科指導員氏名
	：
	名東　学



	月
	日
	曜日
	教科
科目
	対象
クラス
	指導内容
	指導者

	４
	〇
〇
〇
〇
〇
	金
木
月
火
木
	
英ｺﾐｭⅠ
歴史総合
論表Ⅰ
論表Ⅰ
	
１－４
１－１
１－３
１－３
	その他の指導（年間指導計画）
示範授業
授業参観
授業研究指導（事前指導①）
研究授業①、授業研究指導（事後指導①）
	教科指導員
教科指導員
○○教諭
教科指導員
教科指導員

	５
	〇
〇
	金
月
	英ｺﾐｭⅠ
英ｺﾐｭⅠ
	１－１１－１
	授業研究指導（事前指導②）
研究授業②、授業研究指導（事後指導②）
	教科指導員
教科指導員


校内研修における研究授業の合計回数（４）回　年間の合計日数（ ３２ ）日



・　「学校設定研修」は、校外研修であるため、様式１・２には記入しない。
・　研究授業（校内研修）は、年間４回以上実施し、事前指導・事後指導に当たるものを必ず行う。
・　研究授業は、「研究授業①」、「研究授業②」のように、また、「事前指導」「事後指導」も「事前指導①」「事後
指導①」のように、実施回数が分かるよう記入する。
・　県教育センター指導主事が訪問指導する研究授業及び県教育センター指導主事が参加する事後指導は、校外研修であるため、様式２には記入しない。事前指導は、授業研究指導として記入する。

 記入例 　　＜様式３＞　　
初任者･指導に当たる教員の時間割（自校方式）
学校名：香川県立さぬき高等学校
初任者氏名：香川　高
担当授業時数：１３　時間
研修時間数：　６　時間

月
火
水
木
金
１


一般








教科(示)
英ｺﾐｭⅠ
１－５

２
英ｺﾐｭⅠ
１－１

論表Ⅰ
１－２

論表Ⅱ
２－５







３
論表Ⅱ
２－５



教科(授)
英ｺﾐｭⅠ
１－１
教科(研)


一般
論表Ⅰ
１－３

４



論表Ⅰ
１－３
教科(研)
英ｺﾐｭⅠ
１－５



一般



５
英ｺﾐｭⅠ
１－５









教科(示)
論表Ⅰ
１－２

６





教科(参)(授)
総合
１－１

ＬＨＲ
１－１

英ｺﾐｭⅠ
１－１

７












指導教員氏名：讃岐　等
担当授業時数：１３　時間
研修時間数：　３　時間

月
火
水
木
金
１


一般
数Ⅱ
２－４




数Ｂ
２－５




２



数Ⅱ
２－１







数Ⅱ
２－４

３
数Ⅱ
２－１




数Ⅱ
２－４



一般
数Ｂ
２－６

４
数Ⅱ
２－４

数Ｂ
２－６






一般



５






数Ⅱ
２－１

数Ａ
１－３




６
数Ｂ
２－５

数Ａ
１－３










７































教科指導員が他校の場合は、氏名の後に学校名を記入
教科指導員氏名：名東　学
担当授業時数：１３　時間
研修時間数：　３　時間

月
火
水
木
金
１



論表Ⅰ
１－１




英ｺﾐｭⅠ
１－４
教科(示)



２
英ｺﾐｭⅢ
２－２

英ｺﾐｭⅠ
１－４

英ｺﾐｭⅢ
２－３




英ｺﾐｭⅢ
２－３

３





教科(授)


教科(研)






４
英ｺﾐｭⅢ
２－３



教科(研)
英ｺﾐｭⅢ
２－２

英ｺﾐｭⅢ
２－３




５



英ｺﾐｭⅢ
２－２




論表Ⅰ
１－１
教科(示)



６
英ｺﾐｭⅠ
１－４



教科(参)(授)



ＬＨＲ
２－２

英ｺﾐｭⅢ
２－２

７














＜記入要領＞
１　初任者１名につき、１部作成する。
２　時間割に「一般指導」を３時間程度、「教科(等)指導」を６時間程度組み込む。
※教科指導はその中から適宜選択して週３時間程度実施する。
３　各校時、上段には担当する授業名を、中段には対象クラスを、下段には研修内容を「一般指導」→「一般」、
「教科(等)指導」→「教科」のように記入する。
４　研修内容を記入した時間は、校時の枠を二重線で囲む。
５　教科(等)指導の指導内容をあらかじめ決めた場合は、以下のように記入する。
・示範授業　　　→　教科(示)　
・授業参観　　　→　教科(参)　
・授業研究指導　→　教科(授)　
・研究授業　　　→　教科(研)　
・その他の指導　→　教科(他)






















記入例 　　＜様式４＞
校外研修 [学校設定研修] 計画書及び報告書
	学校名
	：　　香川県立さぬき高等学校

	初任者氏名
	：　　香川　高

	指導教員（自校方式）氏名
	：　　讃岐　等

	教科指導員氏名
	：　　名東　学

	拠点校指導教員氏名
	：

	校内指導教員（拠点校方式）氏名
	：


１　計画
＜教科関係＞
	期　日
	研修項目及び概要
	会　　場

	　　11月頃
	香川県高等学校教育研究会○○部会秋季研究会
・研究授業香川県教育委員会各課が行う悉皆研修は、この教科関係研修には該当しない

・講演
	○○高等学校


＜地域連携関係＞
	期　日
	研修項目及び概要
	会　　場

	　５月14日（木）
	人権・同和教育現地研修会
・本校の人権・同和教育の取組について単なる生徒引率や行事への参加だけでは、研修には該当しない。指導者から教育目標や運営の意図について指導・助言を受け、行事を通じて得られた知見や成果を明確にすること。


	○○文化センター


２　報告
＜教科関係＞
	期　日
	研修項目及び概要
	会　　場

	　11月13日（金）
	香川県高等学校教育研究会○○部会秋季研究会
・研究授業「○○○○」
○○○○教諭
・講演「○○○○」
○○大学○○○○教授
	○○高等学校

	振　り　返　り　

	研究発表会に参加して、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇。


＜地域連携関係＞
	期　日
	研修項目及び概要
	会　　場

	　５月14日（木）
	人権・同和教育現地研修会
・本校の人権・同和教育の取組について
・地域の現状と課題について
	○○文化センター

	振　り　返　り　

	人権・同和教育現地研修会に参加して、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇。


・　当該研修は４月～２月の間で、学校の状況に応じて、適切に計画し、実施する。
・　１ 計画「研修項目及び概要」に変更がある場合は、県教育センターに連絡の上、再提出する。


記入例　　＜様式７－１＞　 一般用 
	研修日
	　令和　〇年　〇月　〇日　（〇）（△月 △日（△） 実施予定の変更分）

	研修項目
	文書事務処理（文書作成・処理の基本）同じ日に実施した複数の研修は、一枠に記入する。やむを得ない事情で日程を変更し、１日に複数の研修をまとめて実施した際は、研修日欄に実施計画書に記載されている当初の実施予定日の日付を明記する。



	研修の内容
（指導者より指導を受けた内容について記入）
	公文書の作成（起案のについて
起案した文書は５年間保存
公式のメール文の作成の仕方自転車点検や進路講演会等に生徒とともに参加するだけでは研修に該当しない。生徒のための行事を一般指導にあてる場合は、指導者からねらいや目標等について指導・助言を受け、その過程で得た知見や成果を記録する。


	振り返り
	




	指導者氏名
	所 感
	


	
	
	



記入例　　＜様式７－１＞　 教科用 
	[bookmark: _Hlk223698111]研修日
	　令和　〇年　〇月　〇日（〇）何回目か、分かるように番号をつける


	研修項目
	・研究授業①同日に複数の研修を行った場合
1日一枠なので、同じ枠に記入

・授業研究指導（事後指導①）

	研修の概要
	・生物基礎「細胞の構造の共通性と多様性」（普通科　２年１組）

	生徒の活動内容
・
指導者からの指導内容
	＜研究授業①＞
１　顕微鏡の使い方を確認する。
２　ネンジュモやオオカナダモ等を観察し、様々な細胞の共通性を実感する。
３　スケッチの方法を習得する。
＜授業研究指導（事後指導①）＞
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

	振り返り
	




	指導者氏名
	所 感
	


	
	
	








